
 

 

 

 
 

 

家畜衛生だより 
 

 
 

 今シーズンも全国的に高病原性鳥インフルエンザ（HPAI）が猛威を振るっ

ており、令和７年１月６日現在、１４道県２０事例発生し、約３１８.７万羽が殺処

分の対象となっています。下記の農場については、特に発生リスクが高いこ

とを認識し、より一層対策を強化してください。 

 

 

 

 

 

 

 基本的な飼養衛生管理基準の遵守に加えて、周辺水場の水抜きや鶏舎の

隙間対策などの野鳥・野生動物対策や鶏舎周辺の散水・消毒などの塵埃等へ

の対策といった新たな対策も重要です。 

〇環境省自然環境局が毎年ガ

ンカモ類の生息調査を実施し

ており、令和 3 年度の調査では

県内の１６３地点で２８,１８６羽

の HPAI 検査優先種（リスク

種）が観察されており、これら

の水域に飛来する野鳥等が農

場への感染リスクとなる可能性

が指摘されています。 

※家きんの健康観察は毎日行い、死亡羽数の増加、異状を感じたら 

 速やかに家畜保健衛生所までご連絡ください。 

HPAI 対策のさらなる徹底を！ 

埼玉県熊谷家畜保健衛生所 
住所 熊谷市円光１－８－３０ 

電話 048-521-1274/FAX048-526-1063 

（夜間・休日等は緊急携帯電話に転送） 

E-mail k211274@pref.saitama.lg.jp 

彩の国 

埼玉県 

令和７年１月６日発行 

埼玉県マスコット 

「コバトン」「さいたまっち」 

出典：高病原性鳥インフルエンザ検査優先種（リスク種）の観察状況（環境省自然環境局）

検査優先種２の分布（マガモ等５種） 
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